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●白石警察署管内少年補導状況（昭和61年～平成2年）
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●刑法犯少年の行為別内訳（平成2年1

　
平
成
二
年
に
県
内
で
検
挙
・
補
導
さ

れ
た
非
行
少
年
は
、
一
万
六
千
七
百
七

十
】
入
。
八
年
ぶ
り
に
二
万
人
を
割
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
全
刑
法
犯
に
占
め
る
刑
法

犯
少
年
の
割
合
が
六
割
台
に
も
及
び
、

そ
の
過
半
数
が
中
学
生
と
い
う
驚
く
べ

き
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

犯
罪
の
低
年
齢
化
が
進
み
、
非
行
の
中

心
が
高
校
生
か
ら
中
学
生
へ
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
女
子
非
行
や
窃
盗
の
増
加
な

窃　　盗

占有離闘党学勿

横　　領

，1乍　　欺

告餐
句

建造物侵入

4

1

1

1

5

　　O　　　lO　　20　　3n　　4⇔　　5nへ

●ぐ犯・不良行為少年の行為別内訳（平成2年）
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ど
、
現
代
の
少
年
非
行
問
題
は
、
む
し

ろ
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

智
石
の
非
行
事
情

　
平
成
二
年
に
白
石
警
察
署
管
内
で
補

導
さ
れ
た
少
年
の
総
数
は
二
百
九
十
九

人
（
う
ち
白
石
市
二
百
二
十
四
人
）
で
、

前
年
よ
り
百
一
人
も
減
少
し
、
過
去
五

年
間
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
県
全
体
で
み
た
場
合
と
同
じ

よ
う
に
、
全
刑
法
犯
に
占
め
る
少
年
の

少
年
非
行
の
現
状

割
合
は
、
前
年
よ
り
増
加
し
、
五
五
・

六
％
（
九
十
名
中
五
十
名
）
に
も
及
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
刑
法
犯
少
年
は
、
前
年
よ
り

十
二
入
（
一
九
・
四
％
）
減
少
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
触
法
少
年
が
十

七
人
（
七
〇
％
）
と
、
前
年
に
比
べ
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
非
行
の
低
年
齢
化
が
、
私

た
ち
の
ま
わ
り
で
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
補
導
数
を
学
職
別
に
見
る
と
、
高
校

生
が
百
四
十
九
入
、
中
学
生
が
四
十
一

人
（
特
別
犯
を
除
く
）
と
、
高
校
生
が

圧
倒
的
に
多
い
が
、
実
際
に
罪
を
犯
し

た
少
年
、
い
わ
ゆ
る
刑
法
犯
少
年
は
、

小
・
中
学
生
で
半
分
近
く
（
五
十
人
中

二
十
一
名
）
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

や
、
彼
ら
を
子
に
持
つ
親
の
責
任
が
、

　用語説明
●少年
20歳未満の男予・女子

●非行少年．

犯罪少年・触法少年・ぐ犯少年

11肥罪少年

　罪を犯した14歳以上の少年
（2撒法少年

　刑罰法令に触れる行為をし

　た14歳未満の少年
（31ぐ犯少年

　性季各・行ノ1犬等から♪浮来罪を

　犯し、または、法令に触れ

　る行為をするおそれのある

　少年
●不良行為少年

非行少年には該当しないが、

飲酒・喫煙などを行って警察

に補皐された少年

●刑法犯少年

犯罪少年と触法少年

■特別法犯少年

釈貸去犯以外（交通非行を除く）

の法令に触れる行為をした少

年，f朔え1ま、　シンナーなど（わ

乱用とか、青少年保護条例違

反など

　
　
　
　
有
害
環
境
情
報

　
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
プ
、
有
害
図
書
な
ど

次
々
と
少
年
た
ち
を
襲
う
有
害
な
環
境

を
、
い
ち
早
く
キ
ャ
ソ
チ
し
よ
う
。

▽
コ
ミ
ッ
ク
単
行
本
型
有
害
図
書

　
　
二
れ
は
一
児
、
渥
通
の
少
女
マ
！

　
ガ
一
り
．
で
も
、
中
身
は
露
骨
な
士
几
ノ

　
な
の
で
す
。
題
名
に
し
て
も
か
わ
い

　
ら
し
い
も
の
が
多
く
、
表
面
だ
け
て

　
は
、
有
害
図
書
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん

　
階
．
r
校
を
舞
台
に
し
た
性
交
と
か
、
強

　
姦
、
近
親
相
関
な
ど
、
少
年
の
心
を

　
刺
激
す
る
内
容
も
問
題
と
さ
れ
て
い

　
ま
す
、
、

▽
ダ
イ
ヤ
ル
α

　
　
〇
九
九
〇
か
ら
始
ま
る
の
で
ゲ
イ

　
ヤ
ル
。
α
と
い
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、

　
正
式
名
称
は
、
料
金
同
収
代
行
サ
ー

　
ビ
ス
と
い
い
、
N
T
T
が
情
報
提
供

　
者
に
代
わ
っ
て
情
報
料
を
回
収
し
ま

　
す
。
（
通
話
料
と
一
緒
に
回
収
）

　
　
情
報
料
が
、
一
、
一
分
テ
円
か
ら
．
、
一
百

　
円
と
さ
れ
る
ダ
イ
ヤ
ル
伊
。
フ
て
の
内

　
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
o
ス
ト
レ
i
卜
～
会
話
は
で
き
ず
、

　
　
情
報
〔
い
か
が
わ
し
い
声
な
ど
）

　
　
だ
け
得
ら
れ
ま
す
。

　
●
ツ
ー
シ
ョ
ツ
ト
～
逆
さ
テ
レ
ク
ラ

　
　
の
よ
う
で
、
男
性
が
T
E
L
す
る

　
　
と
女
性
に
つ
な
い
で
・
・
れ
ま
す
。

　
●
パ
ー
テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
～
数
人
（
ぺ

　
　
名
ま
で
）
で
会
話
が
で
き
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
。
α
は
、
県
内
で
、
ま
だ
仙

　
台
圏
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
が
、
秋

　
に
は
古
川
、
石
巻
で
も
利
用
で
き
る

　
と
い
う
こ
と
で
、
や
が
て
臼
石
に

　
も
…
…
。
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青少年健全育成

L
．
　
　
　
胃
繧
戸
　
　
つ
、
　
ご
　
爵

　
　
　
　
凡
　
　
　
、
　
釜
『
「

　ただ今　日本慢性不眠症

夢をなくした子供が増加中！

高齢化、国際化、情報化等急速に進む社会の変

化に、たくましく対応することのできる活力と創

造性に満ちた青少年を育成していくことは、子供

を持つ親だけでなく、国民すべての願いといえま
す，、

　しかし、青少年は、複雑化する社会環境の中で、

多くの悩み、誘惑にぶつかり、大人への道を模索

し、苦しんでいます、特に、小・中・高生が夏休

みに入る今の時期は、張りつめた気持もゆるんで

しまい、つい、非行に走ってしまうケースが多く

なります．

　そこで、今月は、ゆれ動く少年の心をしっかり

支えるために、私たち大人はどうすべきか、非行

の現状なども踏まえて考えてみたいと思います・、
守ってあげたいf供たちの未来

㌣
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4

市
民
全
体
の
問
題
と
し
て
問
わ
れ
る
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
o

犯

幾
へ

歳
人

罪

歳
人

　
㈱
／

艮
歳
ー
冤

獅
畿
（

　
歳
却

歳
入

年

平成2年年齢別内訳

（10へ）

型
　
　
　
　
非

中学生

口4人1

オートバイ盗

　18人1

誠箔
　　一　　　　　刑法犯少年
　何職少年

　　lsへ1　　50人

　　／　　　高校生
　　　　　　　（11人1
その他
学生

q人）

　　　　　　さ　か
　　　　　忍い　つ

蝿鷲
自販機　（2人）・1

　荒し　　　犬
　　　2人）

出店あらし　　窃盗
　〔4人）
　　　　　　　42名

　空巣
覧　〔5，べ）

行学校あらし

　（6人）

　　　一自転車盗（1人）
平成2年窃盗犯の手ロ別内駅

　　　　　　　　　　　　◇

平成2年学職別内訳

○
非
行
の
初
心
者
続
出
！

　
刑
法
犯
少
年
が
犯
し
た
罪
の
中
で
、

そ
の
尺
半
を
占
め
る
の
が
窃
盗
犯
で
す
。

　
窃
盗
犯
の
中
で
も
、
特
に
万
引
き
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
な
ど
、
初
め
て
非
行
を

け
う
少
年
に
多
い
、
い
わ
ゆ
る
「
初
発

型
非
行
」
が
目
立
ち
、
全
国
的
に
み
て

刑
法
犯
少
年
の
約
7
割
が
、
こ
の
よ
う

な
初
発
型
非
行
な
の
で
す
。

　
白
石
警
察
署
管
内
で
も
、
刑
法
犯
少

年
五
十
人
中
、
四
十
二
名
が
窃
盗
犯
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
十
九
名
が
初
発
型
非

行
で
補
導
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

○
罪
の
意
識
が
低
下
し
て
い
ま
す

　
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た

め
の
最
大
の
課
題
は
、
窃
盗
を
な
く
す

こ
と
で
す
。
中
で
も
万
引
き
が
な
く
な

れ
ば
、
少
年
非
行
が
ぐ
っ
と
減
る
の
で

す
。
初
発
型
非
行
の
典
型
で
も
あ
る
万

引
き
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
罪
の
意
識
の

低
下
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
興
味
本

位
と
か
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
ス
リ
ル
を
楽

し
む
か
の
よ
う
に
、
軽
い
気
持
で
万
引

き
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
我
慢
す
る
力
も
低
下
し
て
い

る
の
か
、
ほ
し
い
と
思
っ
た
ら
、
つ
い

手
を
出
し
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
少
年
も

増
え
て
い
ま
す
．
、

．
む
金
を
払
え
ば
い
い
”
と
か
”
運
が

悪
か
っ
た
〃
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

出
来
心
な
ん
て
い
う
の
は
も
っ
て
の
ほ

か
で
す
。

　
万
引
き
を
す
れ
ば
泥
棒
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
が
は
ら
れ
、
心
に
深
い
傷
を
負
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

昔
は
、

健
全
育
成
の
課
題

ら
盗
み
を
す
る
と
か
、

て
い
な
い
家
庭
か
ら
非
行
少
年
が
出
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
違

う
よ
う
で
す
。
両
親
は
そ
ろ
っ
て
い
て
、

経
済
的
に
も
何
不
自
由
の
な
い
中
流
の

家
庭
か
ら
非
行
少
年
が
た
く
さ
ん
出
る

と
い
う
、
昔
と
は
逆
の
皮
肉
な
結
果
が

生
じ
て
い
る
の
で
す
。

　
非
行
の
一
般
化
と
で
も
二
、
一
・
い
ま
し
ょ

う
か
、
何
気
な
い
普
通
の
子
供
が
、
突

然
非
行
に
走
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
珍
し

く
な
い
の
で
す
。
　
〃
う
ち
の
子
に
限
っ

て
”
な
ん
て
、
も
う
タ
ブ
ー
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 貧

困
家
庭
で
お
金
が
な
い
か

　
　
　
　
両
親
の
そ
ろ
っ

◆
非
行
が
な
ぜ

　
◆
　
　
一
般
化
し
て
い
る
の
か

　
　
家
庭
の
教
育
・
し
つ
け
機
能
が
低
下

　
し
て
い
る
一
方
で
、
学
校
が
人
間
形
成

◇

の
場
で
は
な
く
、
進
学
の
た
め
の
競
争

の
場
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
地
域
社
会
が

持
つ
共
同
性
が
な
く
な
り
、
心
の
触
れ

合
い
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
社
会
と
い
う
歯
車
が

微
妙
に
狂
い
始
め
、
少
年
た
ち
を
健
全

に
育
成
す
る
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
点
数
に
お
び
え
な
が
ら
の
学
校
、
家

に
帰
れ
ば
「
勉
強
し
な
さ
い
」
と
い
う

言
葉
と
、
電
子
レ
ン
ジ
で
ハ
イ
！
出
来

上
が
り
の
夕
食
、
近
所
に
は
知
ら
ん
顔

を
し
た
人
ば
か
り
。
そ
ん
な
中
で
子
供

の
心
は
ゆ
が
ん
で
い
く
の
で
す
。

◆
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の

◆
　
　
　
本
来
の
役
割
と
は

　
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に

関係機関
　 学柳／

地域社会

は
、
家
庭
、

し
合
っ
て
、

健
全
育
成

庭家

親の愛ものよりまず心

学
校
、
地
域
社
会
が
協
力

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
責
任

も
っ
て
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
、
本
来

果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
な
の
か
、
再

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
た
ち
は
、
進
学
、
友
達
関
係
、

異
性
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
の
疲
れ

て
傷
つ
い
た
心
を
い
や
し
て
や
る
の
が

家
庭
の
役
割
な
の
で
す
。
　
”
家
に
い
る

と
ホ
ッ
と
す
る
仔
家
庭
と
は
、
子
供
た

昌＝

　明るい家庭がなければ子供の健や

かな成長はありえませんンお父さん

お・母さん、♪欠の質問全部にY　E　Sと

廷
あ
次
す
に
れ
だ
ん
師
を
と
親
争
す

答えられますか、、

Q1：子供に信頼されている？

Q2：ご両親・家族の仲は良い？

〔離鷺ξ饗糊

Q3：子供を甘やかしすぎない？し

　　　めつけすぎない？

（認ぢ舞鴛鷺年1非行）

Q41子供の様子をよく見ている？

騰㌶膿l
Q5：子供の夢を知っている？

／l壕鞠

ち
の
オ
ア
シ
ス
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
教
師
と
生
徒
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

信
頼
関
係
を
醸
し
だ
し
、
強
い
責
任
感

と
、
自
然
を
愛
す
る
優
し
い
心
を
育
て

る
こ
と
こ
そ
、
学
校
の
役
目
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
同

世
代
、
異
世
代
と
、
様
々
な
人
と
の
交

流
の
場
を
提
供
す
る
。
国
際
交
流
活
動

の
促
進
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
自
分
の
子

供
と
同
じ
よ
う
に
、
よ
そ
の
子
供
に
も
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓

　
　
　
　
気
鰯
　
　
　
　
　
　
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街

　
　
　
命
k
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳
　
　
　
　
　
よ
”

　
　
　
　
、
、
r
篭

ぺ
　労

．
、
　
差

　
　
　
　
、
揺

イ

｝
、
一

オ
嘩

～
畢

▲ワ1川井市長と更生保護司会に

愛
情
を
注
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
社
会
の
温
か
い
目
こ
そ
、
非
行

防
止
の
大
き
な
カ
ギ
な
の
で
す
。

◆
男
性
諸
君
も
っ
と
強
く
！

◆　
“
男
女
平
等
”
と
騒
が
れ
て
い
る
中

で
、
女
性
の
社
会
進
出
が
激
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
非
行
面
で
も
女
性
の
割
合

が
増
え
、
そ
の
内
容
も
暴
力
な
ど
男
性

並
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ッ
シ
ー
君
、
キ
ー
プ
君
、
ミ
ツ
グ

君
な
ど
、
女
性
に
振
り
回
さ
れ
る
男
性

が
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
男
性
に
は
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
強

く
生
き
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◆
大
人
た
ち
と
の
戦
い

◆　
咋
年
の
暮
に
、
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
の

チ
ラ
シ
が
市
内
に
貼
ら
れ
る
な
ど
、
有

害
環
境
や
少
年
非
行
の
都
市
化
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　
有
害
環
境
は
、
子
供
た
ち
を
保
護
す

べ
き
大
人
た
ち
が
作
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
、
今
は

大
人
同
士
が
戦
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
、
や
る
せ
な
い
時
代
で
す
。

　　　　　　　　　！4一τ

傘測諺晶

／／全育成を目指し、次のような活動

　を行っています，，

レ街頭巡回指導

　　市内の学校の先生やP　T　Aの役

　員、警察署の方々などから成る20

　名の相談員が、　随愛の声かけ”を

　モソトーに、市内の非行や不良行

　為の行われやすい場所を中心に、

　巡回指導を行・ノています。

レ相談活動

　　相談員と直接会って相談してい

　ただく「来所相談」と「電話相談」

　カぎありますっ

　　子供の教育hで、困ったことが

　ありましたら、気軽にご利用くだ

　きい．

　○場　所　市役所4階

　○連絡先　倉25－2111（内線）432

　0相談日　月・火・木・金曜日

　念時　間　午前9時～午後5時

※電話相談は、匿名を原則とします，

一

緯　　『＝　　ブ、

齢義よ篭、

’！

二
　
記

ミ
　
　
日

巡回指導心

輔
．

“葦鉱

〆．．』、』

　　　　　7月12日（金）　雨

　午後4時30分、前原康広先生（東中学校）と

待ち合わせ、郊外のゲーム場や、市内商店街（

本屋、スーパー等）、パチンコ店を巡回した。

結果として早く帰るように指導したのは、市内

小中学生6名（雨のためかいつもより少なめ）、

いずれも、前原先生の言うことに素直に応じて

くれた。

「ゲームをしたいのはわかるけど、かつあげが

心配」という前原先生の気

持を察したのであろう。

　
　
　
　
　
　
　
　
螂
姓

◎肇　
　
　
　
　
　
　
　
軸
前

し、。

青少年健全育成一

メッセージ

．
艶

　東北大学教授
　佐　藤俊　昭先生
　「家の手伝いなど、子供にいろい

ろ任せてみてください。そうするこ

とで子供は、“頼りにされているんだ

なア”という満足感とともに、自分も

役に立つという自信を持ちます。

今の子供たちに、どんなことにで

もぶつかっていける勇気をつけてや

りましょう」

r　 ’

　蘇　　一

　’r

ず喰
　　　　　　等1

　　青少年相談センター所長

　　永　井　義雄さん
　「今一度、自分の姿を見直してく

ださい。子供は、両親、先生、社会

の姿を見て育つのです。人間として

の生き方をわかりやすく教えてやる

のが私たちの役目ではないでしょう

かo

　家族の仲がよいと、自然に素直な

子に育つものなのです」

　　白石中学校保護者

　　小野祐子さん
　「学校では、先生の話をよく聞く

とか、規則は守らなければならない

など、あたり前のことを、あたり前

と思うように教育するのが家庭だと

思います。また、子供がどうしても

やりたいと思うことには、できるだ

け協力してあげてはいかがでしょう

か。ただ、それをかなえることで、

他のことを我慢しなくてはいけない

こともしっかり教えてやってくださ

い。きっと子供は理解してくれます」
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▲雁狩橋から見た斎川

　
ア
サ
ヒ
理
容
室
の
先
々
代
佐
藤
国
太
郎
さ
ん
は

鮎
の
友
釣
り
の
名
人
だ
っ
た
。
子
供
の
頃
「
床
屋

の
オ
ン
チ
ャ
ン
、
床
屋
の
オ
ン
手
ヤ
ン
」
と
い
っ

て
よ
！
、
な
つ
い
て
い
た
私
は
、
あ
る
時
斎
川
と
白

石
川
の
合
流
点
近
く
に
鮎
釣
の
お
供
を
し
た
。

床
屋
の
オ
ン
チ
ャ
ン
が
、
し
ば
ら
く
釣
り
竿
を
操

っ
て
い
る
う
ち
に
、
猛
烈
な
引
き
が
来
た
。
悪
戦

苦
闘
の
末
引
き
上
げ
て
み
る
と
、
お
と
り
の
鮎
を

飲
み
込
ん
だ
五
十
セ
ン
チ
程
の
大
ナ
マ
ズ
だ
っ
た
。

　
晩
秋
、
父
と
雁
狩
橋
を
渡
る
と
、
川
の
中
洲
に

稲
藁
で
作
っ
た
小
屋
が
い
く
つ
か
建
っ
て
い
た
。

「
父
ち
や
ん
、
あ
れ
な
ん
だ
い
」
と
聞
く
と
、
「
冬

に
か
け
て
飛
ん
で
来
る
、
カ
モ
や
雁
を
鉄
鉋
で
撃

つ
た
め
に
隠
れ
る
小
屋
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
雁
狩

橋
と
い
う
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
最
下
流
の
江
坪
橋
下
の
砂
地
を
掘
る
と
、
し
じ

み
や
大
き
な
カ
ラ
ス
貝
を
い
く
ら
で
も
採
る
こ
と

が
で
き
た
。
柳
清
水
の
辺
り
に
は
、
澄
ん
だ
流
れ

の
中
を
ザ
ッ
コ
（
雑
魚
）
が
群
れ
を
な
し
て
泳
い

で
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
郷
愁
を
斎
川
に
抱
い
て
い
る
方
は

多
い
は
ず
で
あ
る
。

　
当
時
、
く
の
字
を
描
い
て
白
石
沖
を
流
れ
て
い

た
斎
川
は
、
昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
二
士
二
年
に

か
け
て
第
一
期
の
河
川
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
流
域
は
東
北
縦
貫
道
と
新
幹
線
に

　
川
の
生
命
は
澄
み
き
っ
た
豊
富
な
水
に
あ
る
。

私
達
は
こ
の
事
業
と
並
行
し
て
、
下
水
道
や
合
併

浄
化
槽
設
置
な
ど
を
推
し
進
め
、
斎
川
を
魚
が
群

方
、
斎
川
の
再
改
修
は
、
昭
和
五
十
四
年
か

小
河
川
改
修
事
業
に
よ
り
継
続
中
で
あ
る
が

の
ス
ピ
ー
ド
に
は
追
い
つ
か
ず
、
昭
和
五
十

、
六
十
一
年
連
続
し
て
洪
水
に
よ
り
、
新
幹

の
コ
ン
コ
ー
ス
ま
で
水
で
溢
れ
る
被
害
を
受

0

の
度
、
四
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
鷹
巣
地

区
画
整
理
事
業
と
の
関
わ
り
あ
い
の
も
と
に

宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業
が
平
成

度
に
採
択
。
加
え
て
、
「
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ

川
」
に
指
定
さ
れ
、
七
月
十
七
日
建
設
省

い
て
、
指
定
の
認
定
式
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

斎
川
に
よ
せ
て
「
ふ
る
さ
と
の
川
モ
デ
ル
河
川
」
指
定

●
市
長

川

井

貞

　
斎
川
は
臼
石
市
民
の
ふ
る
さ
と
の
川
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
、
犀
川
が
金
沢
市
民
の
ふ
る
さ
と
の
川

で
あ
る
よ
う
に
。

れ
、
水
鳥
が
羽
を
休
め
る
よ
う
な
生
態
系
が
保
存

さ
れ
る
川
と
し
て
甦
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
旛
定
書

　
　
　
阿
武
隈
叫
木
争
幽
肯
嫡

　
　
右
》
河
用
に
，
ー
　
二
．
a
コ
．
・
∵
ぷ
ら

　
一
つ
く
り
ど
一
砕
　
　
　
．
、
民
好
ち

　
心
本
堤
西
ふ
函
ギ
一
年
杁
，
y
言
｝
嬰
の

　
　
あ
る
代
表
的
も
可
唖
て
あ
・
骨
こ
勢
鴫
め

　
　
ふ
る
亨
あ
編
モ
ヂ
几
弼
川
と
レ
て

ず
　
指
定
し
ま
す

搬
　
　
宰
皮
三
年
ヤ
尽
‡
日

硲俄
　
建
穀
萄
婿
勘
＆
近
藤
徹
『
…

▲「ふるさとの川モデル河川」の指定書

7

みなさんからの素敵な

情報を待ってます『

水の公園に色どり添えて

白石川緑地公園のショウブ園で7

月15日、働く婦人の家の園芸百科講

座の講座生15名がハナショウブ植え

を行いました。

せっかくのショウブ園を花いっぱ

いにしようと、市都市計画課が長井

市から6種類、300本の苗を購入。

植えてくれる人を探していたところ、

園芸百科の講座生が心よく引き受け

てくれました。

　　㍊、　　　　　　　　　　　網
　　　　　　がヨ

　　　　　　　　γ、尋
　　　　・諺く、嘆、

県農業改良普及所の阪本松男さん

の指導を受ながら、ショウブ園に一

本一本ていねいに植える参加者の顔

は真剣そのものでした。

来年には色とりどりのハナショウ

ブが、訪れる人の目を楽しませてく

れることでしょうね。

梅雨空なんか吹き飛ばせ．ρ

第15回を数える大鷹沢地区民球技

大会が7月7日、東中学校で開かれ、

うっとおしい梅雨空を吹き飛ばすフ

ァイトあふれるプレーが見られまし

た。

大会では、各自治会から1チーム、

合計13チームが参加。家庭ベレーボ

ー見とソフトボールに熱戦が展開さ

れました。その結果、家庭べし一ボ

ー1しでは6区が、ソワトボー几では

2区がそれぞれf憂勝しましたウ

11／16・17メインフォーラムを白石で開催！

　　　ねれらみゃぎの東お掌諺君レ事業　風土をまず謙虚に学び、地域の個性

　　　　仙説娯鞘協識藪設ヱ鴛会　　を掘りおこし、新たな個性を創造し

　　．．　　　　　　　　　　　　　　　ようと、平成2年度から宮城県が提

　　　　　　　　　　　　る予定です。自石城が戊辰戦争の
　　　　　　　　　　　奥羽越列藩同盟の舞台となった歴
　「われらみやぎの東北学おこし事

業仙南地域推進協議会」の設立総会

が7月10日、白石市内で開かれ、本

格的に東北学おこし事業が始動しま

した。

この事業は、各地域がもっ歴史や

史を踏まえて、戊辰戦争に関する

著名人の講演会などが開かれます。

また、2市7町それぞれで水運や
街道などについての学習会・イベン

トを8月から11月にかけて開催しま

す。

異国の地で惰熱を燃やします

7月9日、青年海外協力隊の一員
　　はた　　あ　れ　ニ
である秦　明矢子さん（本町）が、

川井市長を表敬訪問し、7月18日の

出発を前にした心境を報告しました。

　　　　　　　　髪

　　　　　　　瞬

青年海外協力隊とは、自分の持つ

技術・技能を生かし、発展途上国の

ために貢献する青年たちで、数か月

にわたる派遣訓練を受けなければな

りません。

秦さんも、平成3年度第一次隊と

して、77日間、英語などを訓練し、

洋裁の指導のため、いよいよ、アフ

リカのマラウイ共和国へ旅立っので
す．、

2年間、異国の地で汗を流す秦さ

、在に、心からエー1しを贈ります
、

子供たちの楽園をきれいに

7月1日、郡山老人ケラブ住吉会

のメンバー約20名が、郡山観音崎児

童公園の清掃を行いました。

これは、“きれいで安心して遊べる

公園を”と、住吉会結成以来、毎年

7月1日に行われている奉仕活動。

そのおかげかこの公園には、近所

以外の子供もよくやってくるとか。

当日はあいにくの雨にはなりまし

たが、「子供たちの元気に遊ぶ笑顔が

見たくて」と、草むしりやゴミ拾い

に余念がないおじいちゃん、おばあ

ちゃん。

住吉会に見守られている観音崎児

童公園は、子供たちの小さな楽園と

いえそうです。

　　・薗婿　　．・η騨嘱

　　　　　－㌧準
　　　欝1一ン…

1ぐ聡　

　　　．謬陵　　　　　　　　　轍
　　．．欝翻　　　　縫蟻
に一　P聯装　　　　　　　　鐸「

ニューう一めんも登場し

　　　　ますます好評ノ

白石う一めんを全国各地に配達す

る「ふるさと小包第一便」の出発式

が、7月15日、白石郵便局において

行われました。

これは、自石の名産が全国各地に

広がることを願って、7年前から郵

便局と白石う一めん協同組合がタイ

ァップして行っています。

　コ　ヲ　チ

1∩憩灘躍蕨
匡‘　　　　　　　、

　　　　　ヤン．にン
小包便出発初日の配達が2，938個

と、去年より900個以上も多く、出

足から順調。グルメ党を意識して

作られたう一めんなども登場し、今

後の需要の伸びが楽しみです。

伝統の催しに育てたい…

　∫；細、

函

茶をもっと市民の身近なものにし

ようと、7月14日、碧水園（古典芸

能伝承の館）で文月の茶会が開かれ

ました。

これは、碧水園に本格的な茶室が

完成したことを機に、市民が気軽に

茶に親しむ場をつ・くろうと、市内の

茶道団体が企画したもので、8帖広

間では表千家が薄茶を、3111占台目小

間では裏千家が濃茶を市民にふるま

いました。

　これからは、定期的に茶会を開い

て1、・きたいと主催者側では意欲をみ

せていました。
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野
ー
ー
，
調
　
　
、

嘉
」
働
く
婦
人
の
家

お
菓
子
サ
ー
ク
ル
フ
ル
ー
ル
⑤

麟
纏

、

つ
・

　
巴
」

■
，

つ
隔

リ

■
一

　
つ

人
、
“
．

引』』

ウ
餓

硬

マィサ
’

万

躍

お
菓
子
作
り
は

　
　
　
　
夢
と
甘
い
香
り
の

♪

月

」

ノ、

u
モ

　
婦
人
の
家
の
定
期
講
座
で
勉
強
し
た

人
の
中
か
ら
、
お
菓
子
作
り
の
好
き
な

仲
間
が
集
っ
て
、
お
店
で
売
っ
て
い
る

よ
う
な
ケ
ー
キ
を
手
作
り
し
て
み
た
い

と
い
う
考
え
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
お

菓
子
サ
ー
ク
ル
フ
ル
ー
ル
で
す
。

　
月
一
回
、
講
師
の
畠
つ
ね
先
生
の
ご

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
和
菓
子
、
洋
菓

子
と
内
容
は
、
毎
月
変
わ
り
ま
す
。
テ

キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
こ
ん
な
に
素
敵

な
お
菓
子
が
作
れ
る
か
し
ら
と
、
不
安

な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
分

担
し
て
一
つ
の
お
菓
子
を
作
り
あ
げ
る

楽
し
み
、
作
り
あ
げ
た
お
菓
子
を
眺
め

て
完
成
の
喜
び
に
ひ
た
り
、
さ
ら
に
、

試
食
し
て
み
て
、
自
己
満
足
し
た
り
、

反
省
し
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
会

話
が
続
き
ま
す
。

　
こ
の
次
は
、
こ
ん
な
お
菓
子
作
り
に

挑
戦
し
て
み
よ
う
と
か
、
外
出
の
際
、

お
菓
子
屋
さ
ん
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
に
陳
列

月

二
ー

堀
　
内
　
幸
　
子

月
，
．
〃

　議㌔
冨 ぐ‘

誤
典

♪

さ
れ
て
い
る
和
・
洋
菓
子
を
見
て
も
、

注
意
深
く
観
察
す
る
習
慣
が
身
に
つ
い

て
き
ま
し
た
。

　
今
月
も
ど
ん
な
お
菓
子
を
作
る
の
か

楽
し
み
で
す
。
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し
ろ
い
し
の

笛

天
狗
の
相
撲
場

　
鎌
先
温
泉
の
西
北
の
裏
山
に
標
高

三
〇
〇
m
余
り
の
天
狗
山
が
あ
り
、

一
条
旅
館
の
新
館
前
を
通
っ
て
一
㎞

ほ
ど
の
遊
歩
道
は
、
温
泉
客
の
手
頃

な
散
策
路
と
な
っ
て
い
る
。

　
頂
上
の
展
望
台
か
ら
の
眺
望
は
す

ば
ら
し
く
、
ま
た
、
天
狗
の
相
撲
場

と
刻
ん
だ
、
天
狗
の
鼻
状
の
高
さ
一

m
余
り
の
石
棒
碑
が
立
っ
て
い
る
。

　
昔
、
天
狗
山
へ
の
道
路
が
そ
ま
道

だ
け
し
か
な
か
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ

る
。
夜
更
け
に
山
頂
付
近
が
に
わ
か

に
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
高
笑
い
や
相

撲
の
四
股
を
踏
む
よ
う
な
地
響
き
が

下
の
温
泉
場
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。

湯
治
客
や
宿
の
人
た
ち
は
天
狗
の
相

撲
が
始
ま
っ
た
ぞ
と
、
み
ん
な
湯
ぶ

ね
か
ら
上
が
っ
て
家
の
な
か
に
引
き

こ
も
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
翌
朝
、
山
頂
ま
で
登
っ
て
み
た
ら
、

大
木
が
か
な
り
切
り
倒
さ
れ
た
跡
が

あ
る
が
、
ど
こ
に
始
末
し
た
の
か
木

の
枝
ま
で
跡
形
も
な
く
消
え
て
い
た
。

付
近
の
松
の
枝
に
臼
い
紙
（
天
狗
が

使
用
し
た
）
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
る

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
や
は

髪’

緊
』

り
「
人
問
業
で
は
な
い
、
天
狗
の
仕

業
だ
」
と
恐
れ
入
っ
た
と
い
う
。
自

い
紙
は
天
狗
の
力
紙
な
の
で
、
あ
の

よ
う
な
神
通
力
が
欲
し
い
も
の
と
、

み
ん
な
が
先
を
争
っ
て
集
め
た
。
二

の
紙
で
催
っ
た
の
が
鎌
先
名
物
の
「

一
文
て
ん
ば
た
」
と
い
う
凧
で
あ
る

と
し
・
つ

　
こ
こ
の
ほ
か
に
も
、
小
原
の
猿
鼻

や
塩
倉
に
も
天
狗
の
相
撲
場
だ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
石
市
史
）

プz
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パ
黙
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撒
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播
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承

匙
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裳
’
心
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・
塵
・
u
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・
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』
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罵
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溢
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岡）浩二くん（福佐藤

月1

股
兵
三
選

キ
ユ
ー
イ
フ
ル
ー
ツ
の
棚
の
木
洩
日
眩
し
み
つ
つ
漢

方
薬
な
る
杉
菜
摘
み
居
り
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

勝
馬
も
敗
け
た
る
馬
も
静
々
と
ざ
わ
め
き
の
中
馬
体

は
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

前
庭
の
鉄
線
を
窓
に
眺
め
つ
つ
｝
人
の
部
屋
に
ス
カ

ー
ト
を
縫
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

年
経
れ
ど
若
き
わ
れ
ら
を
案
じ
つ
つ
逝
き
た
る
父
は

わ
が
胸
に
生
く
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

下
向
き
に
や
さ
し
く
咲
け
る
柿
の
花
両
降
る
ご
と
に

落
ち
て
散
り
し
く
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

羽
根
白
き
小
鳥
つ
ど
ひ
て
柿
の
木
の
し
げ
み
に
遊
ぶ

梅
雨
の
晴
間
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

土
手
ぞ
い
を
そ
ぞ
ろ
歩
ゆ
め
ば
野
の
花
を
な
つ
か
し

爵
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
・
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
ゐ
辱
　
　
　
｝
仙
腸
、
乍
慈
、
壽
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

咲
き
誇
り
し
碍
薬
の
花
淋
し
か
り
↓
夜
の
雨
に
花
　

失
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

無
人
小
屋
に
り
ん
ご
幾
皿
並
べ
つ
つ
心
付
け
だ
け
欲

し
と
書
き
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
ぬ

裏
庭
に
赤
く
色
づ
く
茱
萸
の
実
を
荷
物
に
入
れ
て
孫

へ
送
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

　
「
評
」
　
一
首
目
、
キ
ユ
ー
イ
フ
ル
ー
ツ
も
裁
培
し
て

い
る
、
そ
の
棚
の
洩
日
の
下
で
、
漢
方
薬
に
な
る
と

言
う
杉
菜
を
日
射
し
を
眩
し
み
な
が
ら
摘
ん
で
い
る

根
底
に
、
作
業
の
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
さ
せ
る
歌
。
二

首
目
、
三
首
目
共
に
対
象
物
を
的
確
に
と
ら
え
て
、

繊
細
な
表
現
で
一
首
を
構
成
し
て
い
る
。

ε
　
垂
曾
帯
」

・
瞥
サ
　
韓
・
　
韓
’
　
薩
・
　
鳶
・
　
・
馳
聖
　
　
　
　
L
§

み
つ
つ
手
折
り
帰
り
ぬ

斯二　　　　正光さん、弘美さんの二男　　　　ご

韓牽ママからひとこと　　　　　　　　　　　譲
寧’・τ

舞喬“だれとでも仲良くできる子になってほしい”暴
　

穆　パパからひとこと　　　　　　　　　　　一一
1外元気でたくましく育ってほしい・　　さ

融¢’旭識や・激帯・一垂帯、煙誰イ概牽．Φ・一・譲
磨一　　L 　　一一 　一 　一 　一
露猟N　　　　　　　　　　　　　　 詑

iへ，「醐｝．“脇

咤　　　　　　「虹の橋」
韓　　大野早奈恵（大平小2年）

鈴
木
貞
二
選

か
も
の
子
の
は
ぐ
れ
て
川
を
遡
る

風
薫
る
城
下
に
成
り
し
能
楽
堂

下
の
瀬
に
鳴
く
や
河
鹿
の
音
色
澄
み

鈴
木
　
民
子

日
下
　
　
文

三
浦
愛
嶺

ざ
，
轡
蔦
・

・
　
鷺
’
　
自
・
　
曵
・
　
島
鳳
・
　
轟
・
　
血
の
・
　
鹿
・
　
瞬
戸
　
實
［
　
卜
曹
踊
　
ム
昌

口
す
す
ぐ
寺
の
御
手
洗
苔
の
花

庭
す
み
に
十
薬
自
く
小
さ
く
咲
く

掛
簗
へ
は
ね
上
る
雑
魚
と
り
に
け
り

餅
つ
き
の
兎
い
さ
う
な
朧
月

城
肚
の
裏
の
小
径
や
著
我
の
花

旅
に
あ
り
安
曇
野
に
摘
む
草
苺

蒸
し
あ
げ
て
綜
振
分
け
ざ
ま
に
乾
す

「
評
」
一
句
目
、
今
年
、

四
羽
の
軽
鴨
の
子
も
、

　
　
　
　
さ
か
の
ほ

ぐ
れ
て
川
を
遡
っ
て
ゆ
く
、

旬
目
、

風
薫
る
五
月
、

○
八
月
の
例
句
会
は
、

館
で
行
い
ま
す
。

る熊る0ケツサワ
若
桑
げ
ん
じ

近
内
　
キ
ヨ

佐
藤
善
夫

勅
使
瓦
令
造

赤
間
た
か
子

佐
藤
周
子

岩
沢
　
伍
峯

　
　
　
　
　
　
　
城
の
館
堀
に
生
ま
れ
た
十

　
　
　
　
　
　
や
っ
と
成
長
し
、
親
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ほ
え
ま
し
い
景
。
二

白
石
郊
外
に
立
派
な
能
楽
堂
が
完
成
し
た
。

　
　
　
こ
け
ら
落
し
の
一
日
が
も
た
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
二
十
五
日
（
日
）
に
中
央
公
民

鈴
木
誤
差
選

万
歩
計
足
踏
み
を
し
て
立
ち
話

お
こ
っ
て
も
最
後
は
涙
ふ
い
て
や
り

草
野

米
沢

ネし

子～青

・
霧
・
・

　
、
眸
　
　
藍
辱
　
良
・
．
“
属
・
　
嚢
・
　
蓼
　
蔑
一
　
魔
・
寧
　
並
璽
ワ
　
尊
　
奪
　
段
　
　
・
拳

　　　i

「ドツジボール」

　ひろ　のり
橋宏倫（白一小4年）

死
神
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
追
い
払
い

酒
タ
バ
コ
止
め
た
夫
が
急
に
ふ
け

小
水
が
百
薬
の
長
に
お
ど
り
出
し

は
や
お
く
り
C
M
の
長
さ
思
い
知
り

初
夏
の
ミ
ニ
万
緑
の
風
謳
歌
す
る

お
さ
が
り
を
貰
い
次
男
の
衣
替

永
住
の
地
の
天
災
に
勝
て
は
せ
ず

生
く
る
術
必
死
に
探
る
失
意
の
日

「
評
」
一
句
目
、

一
万
歩
を
達
成
で
き
な
い
と
、

ら
も
、
懸
命
の
立
ち
話
。
二
句
目
、

つ
け
は
、
家
庭
で
き
び
し
く
。

て
や
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
、
涙
を
・

愛
の
ひ
と
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
自
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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ゼ3ゼ3
白石にもどつで

　　　　　みるか…

　　　　　　　　●
　自石は従来からの良い環境に加え、21世紀を

目指して活力あるまちに変貌しようとしています。

あなたの力をこのふるさとで生かしてみません

か。「戻ってみて本当に良かった」……来年のお

正月は、そんな話をしたいですね。

　　一Uターンを希望される方へ！

　いま自石では、地域一体となって　　　お問い含わせは、お気軽にハロー

市内企業への雇用促進に努めていま　　ワーク白石費25－3107、または白石

す。特に市内出身で、関東圏に就職　　　商工会議所智26－2191までご連絡く

された方が、Uターンを希望する場　　　ださい。

合の受け入れ体制をどうするかにっ　　　なお、ふるさとの求人情報は、最

いて、各企業とも真剣に取り組んで　　寄りのハローワークで相談できるほ

いるところです。　　　　　　　　　　　か、人材Uターンにっいては次のと

　市民のみなさんの中で、夏休みに　　　ころでも扱っています。

お子さん力帰郷されるご家庭では、市　　　★人材Uターンセンター　ハローワ

内就職の話題をしていただき、市の　　　　一ク飯田橋費03－5684－2397

活性化にご協力くださいますようお　　　★東京情報センター（宮城県東京事

願いいたします。　　　　　　　　　　　　務所）台03－3263－2851

（一部のみ掲載しております）求人募集事業所

㈱旅館かつらや
㈱　遊　佐　組
㈱　平　間　組
後藤機業所仙台ストッキング㈱小原工場

松野建業㈱メガネセンダー
サン・ラァドハウジンゲ1株1

㈱村正建設
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地

テ
　
　
　
　
　
　
　
ベ

　
　
　
自
岡

ホ
吉
　
　
菊
ア

㈱
㈲
㈱
㈱
㈲
㈱

特別養護老人ホーム八宮荘

やまや婦人クリニック
㈱クラリオン精機白石営業所

仙台藤屋産業㈱
㈱　　ヤ　　オ　　シ

噴
グ
場
殊

　
　
　
工

麺
ン
石
業

　
　
　
白

製
二
　
　
工

　
　
　
㈱

　
　
　
ギ

中
　
ヤ
　
　
ム

　
　
　
ツ

ヶ
キ
ァ
コ

　
　
　
北

畑
㈱
東
セ

ヤ
場
一
店
㈱
ロ

　
エ
　
　
　
ダ
商

　
石
　
　
　
業

キ
　
　
　
一
男
　
　
ム

　
自

　
㈱
モ
栄
乳

　
業
力
　
　
石
科
　
　
コ

　
工
　
　
　
　
田

　
　
　
白
保

　
｛
属

㈲
片
㈱
蜘
山
㈱

1椥杉浦製作所
昇友物産㈲磐梯白石店
ソニー白石セミコンゲクダ

花菱縫製㈱白石工場

㈲松田製粉所
㈱トーキン臼石
㈱ヤオチュウ
上　西　産　業　㈱
東　北　日　通　工
バイテ・ノク㈱

㈱
㈱
㈱
店
㈱

グ
　
　
　
　
　
　
ス

　
業
　
　
　
　
ブ

見
「
／

　
　
産
本
二

冒
ン　

エ
　
　
　
ロ

「

ロ
品
興
甚

　
　
　
　
　
7

ケ
！　

食
　
　
　
レ

賀
　
石
高
エ

大
澤
　
　
　
一

城
　
　
　
　
　
コ

宮
半
白
㈱
ワ

。
O

へ＝『

も．
o
〆

国
民
年
金
証
書
の

　
　
　
提
出
を
お
忘
れ
な
く

　
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

八
月
の
支
払
を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
国
民

年
金
証
書
を
市
役
所
の
国
民
年
金
担
当

窓
ロ
ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
証
書
の
提
出
が
遅
れ
た
り

未
提
出
の
方
は
、
次
回
か
ら
の
支
払

が
遅
れ
た
り
、
ま
た
、
支
払
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。年

金
は
世
代
と
世
代
の

　
　
　
　
　
　
　
助
け
合
い

　
国
民
年
金
制
度
は
、
働
く
あ
な
た
の

世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
お
年
寄
り
の
年
金
を
支
え
、
同
時

に
そ
れ
が
あ
な
た
自
身
の
年
金
受
給
の

道
に
つ
な
が
る
、
い
わ
ゆ
る
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
の
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
誰
も
が
い
ず
れ
年
寄
り
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
年
金

が
支
給
さ
れ
て
、
生
活
が
守
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
年
金
も
、
保
険
料
が
納

め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
．
り

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
　
「
自
分

の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
」
に
大
切
な

義
務
で
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
キ
チ
ン

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

学
生
の
皆
さ
ん

　
　
国
民
年
金
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
お
済
み
で
す
か

　
こ
れ
ま
で
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
国
民

年
金
に
任
意
加
入
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
在
学
中
に
交
通
事
故
等

に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
と
な
っ

て
も
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

た
め
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ず
、

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
制
度
で
は
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
を
国

民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め

る
と
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
の
間
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
卒

業
後
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
も
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

国
民
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
三
年

四
月
一
日
か
ら
学
生
の
皆
さ
ん
も
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
届
出
は
、
住
民
票
の
あ
る

市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係

と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
台

二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
）
ご
二
七
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
摺
巫
石
咀
の
方
を

　
　
　
　
家
族
の
も
と
へ

　
警
察
で
は
、
八
月
中
、
宮
城
県
警
察

本
部
鑑
識
課
と
各
警
察
署
に
「
行
方
不

明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
い
て
、

行
方
不
明
者
の
安
否
を
気
づ
か
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
相
談
に
応
じ
ま
す
．
、

一
、
捜
索
願
い
提
出
の
状
況

　
家
出
な
ど
の
理
由
で
、
家
族
か
ら
警

察
に
捜
索
願
い
が
出
さ
れ
、
い
ま
だ
に

行
方
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
昭
和
五
十

六
年
以
降
（
過
去
十
年
間
）
県
内
で
は

約
一
千
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

槌て
夢

贈
い

二
、
身
元
不
明
死
者
の
状
況

　
自
殺
や
事
故
、
病
気
な
ど
で
死
亡
し

て
、
身
元
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
引
き

取
り
手
の
な
い
死
者
は
、
昭
和
五
十
六

年
以
降
へ
過
去
十
年
間
）
県
内
で
五
十

五
人
、
全
国
で
一
万
八
千
入
に
も
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

　
家
出
を
し
た
人
や
消
息
が
分
か
ら
な

い
方
の
無
事
を
確
認
す
る
た
め
、
ま

た
、
身
元
不
明
死
者
を
家
族
の
も
と
へ

帰
す
た
め
に
、
お
心
当
た
り
の
方
は
最

寄
り
の
相
談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
白
石
警
察
署
魯
二
五
－
二
一
三
八

●
宮
城
県
警
察
本
部
鑑
識
課
内
「
行
方

不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
費
〇
二
二

－
二
二
一
ー
七
一
七
一
（
内
線
）
二
九

六
五

点検・整備のため、

　次の衛生処理施設が休業します

施設．名　　　種　甥　、休業日、、備．1考

収集業務休業16日命し尿等第一事業所

受付、収集処理

業務休業
16日向等、

、
、

ゴ第二事業莇

受付業務休業16目＠不燃物等
’f山南リサイクヲレ

セ　ン　タ　ー

外
国
土
産
・
個
人
輸
入
の

　
お
だ
や
か
な
効
き
目
、

い
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い

る
「
牛
黄
清
心
丸
」
は
、
高
血
圧
や
滋

養
強
壮
の
薬
と
し
て
、
高
齢
者
に
人
気

が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
漢
方
薬
は
、

日
本
で
の
値
段
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
、
個
人
輸
入
で
手
に
入
れ
た
り
、
海

外
旅
行
の
土
産
品
と
し
て
買
っ
て
く
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
最
近
、
牛
黄
清
心
丸
の
中
に
、
多
量

副
作
用
が
な

漢
方
薬
が
注

漠
方
薬
に
つ
い
て

の
水
銀
や
ヒ
素
を
含
む
も
の
が
あ
る
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。
薬
は
、
ろ
う
状
の

丸
い
容
器
を
割
っ
て
取
り
出
し
、
大
入

は
一
回
一
丸
を
服
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
指
示
通
り
飲
め
ば
、
水

銀
は
大
人
で
一
日
九
十
六
ミ
リ
グ
ラ
ム

を
摂
取
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
中
国
で
は
、
水
銀
、
ヒ
素
は
薬
と
し

て
使
わ
れ
て
お
り
、
認
可
さ
れ
て
い
る

量
も
日
本
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
医
薬
品
と
認
め
ら
れ
て

い
る
内
服
薬
に
は
、
水
銀
、
ヒ
素
は
ほ

と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
．
、

　
輸
入
許
可
を
得
て
、
日
本
の
法
律
に

基
づ
い
て
販
売
さ
れ
て
い
る
漢
方
薬
に

は
、
容
器
か
外
箱
に
輸
入
販
売
業
者
の

表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
個

人
的
に
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と

の
見
分
け
方
の
一
つ
の
目
安
に
し
て
・
、

だ
さ
い
。

　
ま
た
副
作
用
が
少
な
い
と
い
っ
て
も
、

漢
方
薬
は
あ
く
ま
で
薬
で
あ
り
、
治
療

を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

漢
方
薬
を
服
用
す
る
際
は
、
必
ず
專
門

の
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
．
、

　
ま
た
、
他
人
へ
の
土
産
品
と
し
て
購

入
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

11
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　　みんなで受けよう！総合検診
結核予防法、老人保健法等に基づく総合検診を実施1、ます　忘れす1、二弔けまし．t・う

日程と会場　　　　◎白髄健康センターで贈される方で軒おし’でになる方は・
　　　　　　　　　市役所前駐車場又は北側駐車場をご利用下さい。

　　　　実　　施　　区　　名

寿山

柳町（14～43班）・旭町

本郷第一・郡山
上郡山・本郷第二
三住

不忘

川原子
八宮・大網・芹沢
鎌先・弥治郎
蔵王

斎川1・2・3・4の1・8区
斎川4の2・5・6・7の1・7の2区
沖区

上原・下原・山根・山ノ下

越河1・2・3・4・5・6区
越河7・8・9・10区
西区上・西区下・南区
東区・北区

白川6・7区・大鷹沢12区

臼川2・4・5区
臼川1・3区
大鷹沢4・5・6区
緑が丘・鷹ノ巣
小下倉

大鷹沢1・2・3乙7・田中区
大鷹沢8・9・10・11区
湯元・明戸・赤坂・小久保平
滝」二

滝下・尾ベラ
上戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水・大熊
塩倉・猿鼻・東・中北・新町
西益岡・中町・柳町（1～13班）
本郷第3・短ヶ町・亘理町
本町・長町・清水小路・寿町
田町

都合で受診できなかった方

大平1・2・7・8区
大平3の1・3の2・4・5・6区
南町・本郷第4・新町
中益岡・東益岡
都合で受診できなかった方

　　　時　　間

　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：30一・10　：30

12：00～13：00
13：30～14　：30

　9：00～11：00

12：30～13　：30

14：30～15　：00

　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～10：00

10：30～11　：30

13：00～15：00
　9：00～10：00

11　：00～12：30
14　：0（）～14：30

　9：00～11：00

13：00～15：00
　8：30～　9：30

10：30～11　：30

13：00～15二〇〇
　9　：00～　9　：30

10　：00～11　：00

13：00～14　：30

　9：00～11：00

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00
17：00～19：00
　9：00～11二〇〇

13：00～15：00
　9：00～11：00

13：00～15：00

17100～19：00

負官

実施場所

央公民中

曜臼

木

目日
8月22日

中央公民館
三重主石汗fl多センター
不忘研修　セ　ン　タ　ー

川原子集会所
八宮生活センター
弥治郎集会所
蔵王集会所
斎川公民館

金8月23日

月8月26日

火8月27日

水8月28日

館民公岡福木8月29日

館民公1可越金8月30日

深谷公民館
犬卒都婆公会堂

臼川公民館
大鷹沢4区集会所
鷹巣コミュニティセンター

小下倉集会所
大鷹沢公民館
明戸集会所
滝　下　会　館
ヒ戸沢集会所
下戸沢集会所
小原公民館
健康センター

月9月2日

火9月3日

水9月4日

木9月5日

金9月6r」

月9月9日

火9月10口

健　　康　　セ　　　ン　　タ　　ー水
．★9月11日

館民公平大木9月12日

健康七ンター金9月13日

●受診表を必ず記入して持参してください。●★印の会場では献血も行っていますので御協力下さい。

●指定された日に都合の悪い方はどこの会場でも受けら；られます。

　
◎
受
診
基
準

　
①
自
石
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ
る

　
　
こ
と
Q

．
②
平
成
三
年
四
目
一
日
に
お
い
て
、
満
四
卜

　
　
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
方
．
、

　
⑤
平
成
二
年
度
で
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

　
　
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
一
受
付
日
前
の
一
年
閤
、
定
期
的
に
治
療

　
　
（
内
科
の
み
）
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
．
．

　
◎
募
集
人
数
　
一
〇
〇
名

、
◎
検
診
場
所
　
公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
◎
負
担
金
五
、
九
三
〇
円

　
　
検
診
の
た
め
に
、
一
万
一
、
九
、
、
一
〇
円
か
か

　
か
り
ま
す
が
、
市
か
ら
二
万
六
千
円
が
助
成

や
　
き
れ
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
精
密
検
査
（
、
一
次
検
査
皿
の
費

　
用
は
全
額
受
診
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
，

　
◎
検
診
期
間

　
　
十
｝
月
初
旬
～
平
成
四
年
一
目
末

　
◎
申
込
方
法
　
八
月
五
口
～
八
月
．
一
レ
ロ
ま

“
で
保
健
衛
生
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
プ
に
、

　
入
間
ド
ノ
ケ
受
診
申
請
書
（
保
健
衛
生
課
備

　
付
｝
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
な
お
、
申
し
込
み
の
際
は
、
国
民
健
康
保

・
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
で
、
く
だ
さ

　
◎
受
診
の
決
定
等

　
　
受
診
が
決
定
し
た
方
に
は
、
検
診
口
な
飼
、

を
明
記
し
た
通
知
書
が
送
ら
れ
ま
す
．

ノ
◎
受
診
指
定
日
の
変
更
等
の
届
出

　
　
受
診
日
の
変
、
更
を
希
望
す
る
と
き
は
、
受

　
診
日
変
更
申
請
書
を
新
た
に
提
出
す
る
必
婆

　
が
あ
り
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
、
保
健
衛
生
課
国
民
健
康
保
険

　
係
（
内
線
）
六
〇
四
㌃
へ
○
丘
へ
、
、

☆白石音頭パレード
。S月11）Bヒh｝19日寺スケート

・駅前通り→中町→長町→第

　一小学校
※表彰式は第一小学校で行い

　ます。

※雨天の場含　11日｛日115時～

☆白石花火大会
●8月11日1日）19H寺才丁ち上げ開

　始

・臼石川緑地公園

※雨天の場合　12日卿

☆商工フェスティバル
・8月9日〔金）～10日〔DlO時～

・臼石市中央公民館

☆駅前盆おどり大会
・8月13日1火119時～

・駅前広場

☆歩行者天国
・8月10日（D　午後1時～

・中町・長町特設広場

家屋調査に，ご協力を

・家屋の晦・t，樽織さ糠方
　現在匁来準度みむ親し客（固，嘩資産

税の対象となる家屋の調踏を1してお

ります。調査の対象となる家屋は、

平成3年1月2日から平成4年1月

1日までに新築・増改築が完了する

家屋です。

　調査の連絡があケ）ましたら、ご協

力をお願いいたします。

○家屋の取り壊しをされた方へ

　　お済みですか？「家屋の取壊届」

　今年の1月2日以降に、家屋の全

部または一部を取り壊した方（予定

の方も含む）は、届出をしないとそ

のまま課税されるおそれがあります

ので、　「家屋取壊届」を提出1ピてく

ださい。

　届出用紙は、税務課固定資産税係

の窓口にありますので、印鑑をご持

参のうえ、ご来庁ください．

○間い合わせ先

　税務課固定資産税係費25－2111

　1内線月46～148へ．

　　　　r　　　y，一　　　，，　　　　雲、　・r　噂甲　’b，酔
　　　　・㌧酢，’．　’、－　　　　　’甲L岬　し・■一　　　甲
　　　　　．　　r　　　　　　　，』
　　　　　　，　■　　　　　■　　　　　　ド　リ　ヤ　　　　　　　　　ドら　　リ　ロ
　　　　　　　ドド　　ぬ　　ペロし　　　　　　ロ　　　　　　　　プ　び　　ロ　　ロロ
　　　　　　　’ノ㌦ゲ4“
　　　　　　　　．　　甲o　　　　　　　　　ワド　ペ　　リ　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　『　，，－酷　　　　　　　　　『

　　　　　（
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夏だ！まつりだノ白石夏まつり

　
　
　
保
管
場
所
標
章
の
表
示
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
車
は
運
転
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
行
禁
止
命
令
が
出
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
車
に
保
管
場
所
標
章
が
表
示
さ
れ
て

○
保
管
場
所
の
一
定
要
件

　
使
用
の
本
拠
地
か
ら
二
㎞
以
内
で
（

今
ま
で
は
五
〇
〇
m
以
内
）
道
路
か
ら

出
入
り
さ
せ
る
の
に
支
障
が
な
く
、
車

全
体
を
収
容
で
き
る
こ
と
。

○
保
管
場
所
標
章

　
］
定
要
件
を
備
え
た
保
管
場
所
を
確

保
し
、
警
察
署
で
車
庫
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
と
、
保
管
場
所
標
章
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

●
保
管
場
所
標
章
は
、
車
の
後
面
ガ
ラ

ス
に
貼
付
し
ま
す
。

●
改
正
車
庫
法
施
行
後
（
七
月
一
日
以

降
）
に
購
入
（
中
古
取
得
を
含
む
）
し

た
車
に
適
用
さ
れ
、
改
正
前
の
車
は
標

章
表
示
が
な
く
と
も
運
行
で
き
ま
す
。

O
車
庫
な
し
車
に
は

い
な
い
場
合

●
保
管
場
所
が
所
定
の
要
件
を
備
え
て

い
な
い
場
合

●
保
管
場
所
標
章
に
表
示
さ
れ
て
い
る

保
管
場
所
の
位
置
と
異
な
る
地
域
の
道

路
上
の
長
時
間
駐
車
し
て
い
る
場
合

○
保
管
場
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
十

五
日
以
内
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
青
空
駐
車
、
長
時
間
駐
車
の
罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

●
罰
金
の
上
限
が
三
万
円
か
ら
二
十
万

円
に
ア
ッ
プ
。

●
違
反
点
数
が
一
点
ず
つ
ア
ッ
プ
。

　
青
空
駐
車
違
反
　
　
二
点
↓
三
点

　
長
時
問
駐
車
違
反
　
一
点
↓
二
点

○
軽
自
動
車
の
場
合
は
、
当
面
東
京
と

大
阪
市
内
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

二
輪
車
の
交
通
事
故

　
　
　
　
　
　
　
防
止
運
動

◎
期
　
間

　
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一

　
か
月
間

◎
運
動
の
重
点

・
無
謀
運
転
の
追
放

・
二
輪
車
の
点
検
整
備
の
励
行

・
交
通
安
全
教
育
の
指
導
強
化

・
二
輪
車
の
昼
間
点
灯
の
推
進

臨
時
運
行
許
可
証

　
　
申
請
手
数
料
が

　
　
　
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
道
路
運
送
車
輌
法
関
係
手
数
料
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
三
年
七
月
一

日
よ
り
申
請
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
改
定
前
　
改
定
後

400
　円

520
　円
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　⇔第15回子ども会

　　　ソフトボール大会

　市内の小学校10校から12チームが

集まり、第15回子ども会ソフトボー

ル大会を開催します。

　市民のみなさんのあたたかいご声

援をお待ちしています。

○日時8月25日（日）9時～

○場所白石第二小学校校庭
※なお、当日雨天で延期の場合は、’

　9月1日（日）になります。

〈0＞高山植物観察会

　7月7日（日）、高山植物観察会が25

名の参加者を得て行われました。

　ひさしぶりの晴天のもと、参加者

は講師の詳しい説明に熱心に耳を傾

け、楽しい1日をすごしました。

⇔親子映画鑑賞会
豊かな心を養い、映画の良さを知

っていただくため親子映画鑑賞会を

開催します。入場は無料です。

O日時8月30日（金）

　　　午後6時30分～8時30分
O会場　白石市中央公民館大ホール

○上映作品『坊っちゃん』　（71分・

　カラー）ほか上映。

一ご存じ、文豪・夏目漱石の名作

　が楽しいアニメーションにノー

　　　　　　逆l

l』い、葭ζ

・産I 　戴

⇔未来にはばたけ’
　　　　　　　白石っ子
子どもまつり『夏の陣』

○と　き　8月10日（土）小雨決行

　　　午後1時30分～4時30分

　　　※雨天の場合は中止

○ところ　歩行者天国イベント広場

　　　　（ヤオチュウ前）

○対　象　市内各小学校1～6年生

O遊びのコーナー

　。バクダンコーナー

　・アクアF1レースコーナー

　・輪投げコーナー

　・チンドン屋コーナー　ほか
o主　催　自石繁華街通商店街振興

　　　組合
○主　管　白石市中央公民館

婦人の家から

◆白石に住むようになったあなた’

白石名産・う一めん料理を

　　　作ってみませんか？

○日時8月30日10時～12時
O場所自石市働く婦人の家

○定員18名
○講師畠つね先生

○材料実費
○持参する物　エプロン、三角布

特別講座受講生募集★★★

◆白石夏まつりに参加しませんか

　「白石音頭を踊りたい。しかしど

この団体にも入れないし……」とい

う方、婦人の家で練習しましょう。

O日時8月6日9時30分～11時30分

　　　　8月8日18時30分～20時30分

○場所白石市働く婦人の家
○講　師　若柳　宝梅先生

○その他　男性の方も参加できます。

勤労青少年ホームから

ワープ・基礎講座婆凝書

O期間　9月3日（火）～4日㈱

○時　間18：30～20：30

0場所勤労青少年ホーム会議室

　　　　（2階）

○定員15名
○受講料無料
　申し込み、問い合わせは、勤労青

少年ホーム魯25－3720へ。

仙台と名古屋だけに弾き語り継がれている平曲

平曲教室（平家琵琶）受講者募集

　は後日連絡します。

○講　師　宮城県唯一の指導者

　　　　山内　とも子先生
○受講料　無料。ただし資料代負担

○問い合わせ・申込先

　8月末日まで古典芸能伝承の館費

25－7949■・お申し込みください。

◆夏休み子供スケッチ教室

○日時8月21日（水）9時～14時

○場所白石市働く婦人の家

○講　師　小岩　庄一先生

O対　象　小学生20名

○持参する物　鉛筆B、絵の具、筆、

水入れ、パレット、スケッチ板、

昼食

　休館日　5・11・19・25日

15

鎌倉時代に始まり、明治時代に衰

退したと言われる平曲。今また古典

芸能文化の復興とともに、平曲の音

色が人々の心をとらえています。

○募集対象　どなたでも参加できま

　す。小・中・高校生も大歓迎です。

○開　講　10月　毎月2回。詳しく

麟藍習半澤みゆき嵐郡山）

ふれあいの場を広げよう！

私は嬉二人と週一回、中央公民館

の「つくしひろば」を利用していま

す。「つくしひろばJは、自分の自由

な時問に利用でき、その場に集う方

々との楽しい会話、子どもとともに

作る工作、子ども同志の遊び、それ

に読書など、拘束を受けずに参加て

きる所が気に入っています。

〔
材
料
〕
四
人
分

カ
ボ
チ
ャ
中
尾
個
、
サ
サ
ギ
㎜
9
、
レ

タ
ス
4
枚
、
フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

擁
カ
ッ
ブ
位
、
ゆ
で
卵
2
個
、
ッ
ナ
缶

－
缶
、
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
（
ゆ
で
卵
1

個
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
％
カ
ッ
プ
、
玉
ね
ぎ

の
み
じ
ん
切
り
大
さ
じ
2
、
ピ
7
ル
ス

大
さ
じ
ー
、
パ
セ
リ
大
さ
じ
ー
、
塩
小

さ
じ
渥
、
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）

〔
作
り
方
〕

①
カ
ボ
チ
ャ
は
種
を
取
り
、
表
面
の
皮

．
幽
）

　酢について
今や酢は、酢の物だけでな

く、サラダ料理として食べるこ

とが多くなりました。

暑い季節に酸味のきいた料理

は、食欲を増してくれます。

〔調味料としてのはたらき〕

●酢は塩味をまろやかにします。

　「あんばい」という言葉のも

とは、塩味を梅酢によってま

るくおいしくしたという意味

です。

●味に深みが出ますので、かく

し味として使用します。

●魚貝の生臭みを消すレモン汁、

●たんばく質を固めます。

魚の酢じめは、いったん塩を

ふってから酢に浸し、身をし

めます。

●殺菌作用

酸がたんばく質を固め、変性

させて菌を死滅させます。

　
の
一
部
を
む
い
て
、
8
ミ
リ
位
の
厚

　
さ
に
切
る
。

②
軽
く
塩
を
ふ
っ
た
カ
ボ
チ
ャ
を
む
し

　
器
に
入
れ
、
5
分
位
蒸
す
。
サ
サ
ギ

　
も
ゆ
で
て
半
分
に
切
り
、
と
も
に
熱

　
い
う
ち
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
。

0
ゆ
で
卵
は
荒
い
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

④
す
り
鉢
で
ツ
ナ
を
細
か
く
す
り
、
タ

　
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
ツ

　
ナ
ソ
ー
ス
を
作
る
。

0
器
に
レ
タ
ス
を
敷
い
て
カ
ボ
チ
ャ
と

●
不
足
し
が
ち
な
緑
黄
色
野
菜

　
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
を
サ
ラ
ダ
料
理

　でたっ

ぷ
り
と
。

●
ゆ
で
卵
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
つ
く

　るタルタ

ル
ソ
ー
ス
に
、
さ
ら

　
に
ツ
ナ
を
加
え
、
栄
養
的
に
も

　
ア
ソ
プ
！

サ
サ
ギ
を
盛
り
、
ソ
ー
ス
を
か
け
、

上
か
ら
ゆ
で
卵
と
パ
セ
リ
を
散
ら
す
。

む
し
か
ぼ
ち
ゃ
の
サ
ラ
ダ

％
ロ

勿暫申シリ

★
／
練
》

★
ー

・
職
診

「レ

一趣

佐藤　きよさん（深谷）

　　　』　P　　　～　』　　『

　　　一

消費生活モニター調査結果
調査年月日・平成3年7月1日

　　　　　比較％
　　　　前月　　前年同月前月　　　　　　前年同月
　　　　　　　105．3158
　　　150　　　　100，0
　　　　　　　97．1　　　209　　　　互00．0203

　　　　　　　111．1　　　72　80　　　　100．O
　　　　　　　lO2，1　　　237　　　　　98．0247

　　　　　　　87．1　　　333　　　　　95，7303

　　　　　　　108，2　　　　100．0
383

　　　354
　　　　　　　105．3　　　　100，0　　　187

197

　　　　　97．8　　　　　　　95．2　　　231
225

　　　　　　　98，7　　　374　　　　100．0
369

　　　　　　　97、S　　　　　99，2　　　129
127

　　　　　　　103，2　　　　100．0223
　　　216
　　　　　93．Ol43

　　　　　　　105．5
621　　　72］　　　　122．5

　　　　　　　96，1　　1，683　　　　100．0】，617

　　　　　　　109．2　　5，450　　　　100．05，950

　　　　100，1）173

　　　　　　　95．2　　　　100．0　　　496
472

　　　　　　　il7．6　　　　　99，6　　　754
391

　　　　　　　120．1　　　　　99．5950
　　　787
　　　　　　　1り1．6　　　　　99．2127
　　　124
　　　　　　　98．6　　　　　9呂．6　73　　　73

品　　目

ン
粉
ん
糖
油
油
｝
乳
［
串
ヴ
薙
欄
科
咀
ヶ
伊

バ
毒
鶉
刑
÷
載
業
∋

　
　
席
一
｛
几
雇
一
リ
レ

食
小
即
砂
し
冊
マ
牛
へ
子
ラ
ア
託
理
へ
り
ヵ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1

油

　
一

規　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉1Lg

袋λを｝1009

上臼糖1L9

上級濃口建ポリ容器フ、リ

ポIl容器7㌧り70的

力1しト：べ「〕ソフト225g

紙容器ア＼り1，000cc

力唄じ入り2259

4りO枚f200組1紙箱入り

幅30cm、長さ20［11

幅25cm、長さ8”1

綿化繊用、リン紙日λ、り
温縮小型1．5kg．表

小掌生調髪

コーllI．ヨー1・

長抽「アfンヤノ

外氏並1皿

1呂4店頭価格

1呂を勇己」垂聲1・ムf面ぞ各

1召現セ

14現毎

　今　1引円f

　　最低価格最高価格

　　　131
200

　　　178　240
　8桑　　　70
　　　214　252

　　　258　320

　　　348　428

　　　180　204

　　　188　280
　　　35呂　390

　　　81　148

　　　163　245

　　　98　173

　　　667　854
　　1，5001，800

　　5，2007，50（1

　　　150　200
　500　　　360
　　　828　946
　　　82呂1，り44

　　　120　129
　79　　54．7〔，

平　均価　格｛円）

　月
158

203

　so
242

290

383

197

220

369

126

223

133

761

1，617

5，950

　178
472

呂87

944，呂3

　】26

　72

（上昇品目）

洗濯用合成洗剤
（下降品目）

砂糖・しょうゆ・牛乳・ティッシュペ
ーパー・アルミホイル・灯油・ガソリ

ン・軽油

（横ばい品目）

食パン・小麦粉・即席中華めん・サラ

ダ油・マーガリン・バター・ラップ・

理髪料・パーマネント料・クリーニン

グ・カレーライス

（上昇品目）

食パン・即席中華めん・砂糖・サラダ

油・マーガリン・ラップ・洗濯用合成
洗剤・パーマネント料・灯油・ガソリン

（下降品目）

小麦粉・しょうゆ・牛乳・バダー・テ

　ィノシュペーパー・理髪料・カレーラ

　イス・軽油
※空自部分は調査品目の変更によるもの

です。
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白石市職員を募集します

○職種および採用予定人員 ○試験場　臼石市役所

○試験日時・種目

〔第一次試験〕

　・試験日　平成3年9月22日（日）

　・時間上級10時～16時30分
　　　　中級　10時～16時

　　　　初級　10時～14時30分

　・試験種目

　上級・中級　教養試験、専門試

　　　　験、論文試験、適性試験

　初級　教養試験、作文試験、適

　　　　性試験
〔第二次試験〕

　・実施時期　10月下旬～11月上旬

　・試験種目　人物試験、身体検査、

　　　　　身上調査

○採用時期　平成4年4月1日

○受験手続　受験申込用紙は、市役

所総務課に用意された用紙を使用

　し、所要事項を記入して提出して

　ください。

○申込受付期間・時間

　8月5日（月）～8月23日（金）

平日8時30分～17時
土曜日　8時30分～12時（ただし

10日は閉庁日となります）

※郵送の場合は、最終日の消印有効。

○その他　受験申込書用紙の請求を

郵送で行う場合は、あて先明記

　の返信用封筒（大学ノートの入る

　大きさで120円切手貼付）を同封し

　てください。

受験手続、その他受験に関する問

い合わせは、市総務課人事係奮25－

2111（内線）332へ。

臨時調理員募集
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（行政・土木・建築）昭和41年4

月2日から昭和45年4月1日まで

に生まれた者で、大学卒業以上の

者、または卒業見込みの者。

（学芸員）昭和41年4月2日から

昭和45年4月1日までに生まれた

者で、大学卒業以上の者、または

卒業見込みの者で、学芸員の資格

を有する者、または平成4年3月

31日までに資格取得見込みの者。

中級

（幼稚園教諭）昭和43年4月2日

から昭和47年4月1日までに生ま

れた者で、幼稚園教諭の資格を有

する者、または平成4年3月31日

までに資格取得見込みの者。

（保　母）昭和43年4月2日から

昭和47年4月1日までに生まれた

者で、保母の資格を有する者、ま

たは平成4年3月31日までに資格

取得見込みの者。

（栄養士）昭和43年4月2日から

昭和47年4月1日までに生まれた

者で、栄養士の資格を有する者、

または平成4年3月31日までに資

格取得見込みの者。

初級

（事　務）昭和44年4月2日から

昭和49年4月1日までに生まれた

者で、高校卒業以上の者、または

卒業見込みの者。

　学校給食センターでは、臨時の調

理員を若干名募集しています。

応募資格、待遇などの詳しいこと

については、学校給食センター奮25

－0685へ。なお採用決定しだい締め

切らせていただきます。

第32回晩翠賞、晩翠児童

賞詩作品募集について

○募集対象　晩翠賞は高校生・大学

生・一般とし、晩翠児童賞は小学

生・中学生とする。

○応募方法

応募作品は、平成2年9月ll日か

　ら平成3年9月10日までの作品。

　・晩翠賞

　①刊行された詩集を3冊送るこ

　　と。　（生原稿では応募不可）

　②現住所・氏名・年齢・出身地

　　を明記のことも

　・晩翠児童賞

　①学校文集・機関紙・新聞等に

　　掲載されたものの応募一推薦

　　する作品を明示のこと。

　②個人応募＝（D以外のもので、

　　1人5編以上原稿用紙使用。

o応募作品
　・詩的業績、内容傾向は問わない。

　・作品は一切返却しない。

○応募締切　9月14日（土〉

○送稿先〒980仙台市青葉区国

分町三丁目7－1　仙台市企画局

文化振興課内　土井晩翠顕彰会事

務局費022－261－1111

自衛官を募集しています

○応募資格　18歳から27歳未満の男女

○勤務8時30分～17時
　※第1・3土曜日は12時30分

○初任給133，900円

　　　（9ヵ月後！46，800円）

詳しくは、市民課費25－2111、また

は、大河原募集事務連絡所盈0224－

53－2185へお問い合わせください。
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公立刈田綜合病院職員を募集します

○職種および採用予定人員

事務職員（初級）若干名

薬剤師　　　1　名

看護婦　　　若干名

運転業務員　1　名

看護助手　　若干名

○受験資格

・事務職員（初級）　昭和45年4

月2日から昭和49年4月1日ま

でに生まれた者で、高校卒業者

または卒業見込みの者。

・薬剤師　昭和42年4月2日から

昭和45年4月1日までに生まれ

た者で、大学卒：業者、または卒

業見込みの者で、薬剤師の資格

を有する者、または資格取得見

込みの者。

。看護婦　昭和40年4月2日から

昭和47年4月1日までに生まれ

た者で、高等看護学校等の卒業

者、または卒業見込みの者で、

看護婦の免許証を取得した者、

または取得見込みの者。

。運転業務員　満21歳以上35歳未

満の高校卒業の者で、普通自動

車第二種免許証を取得した者。

。看護助手　昭和39年4月2日か

ら昭和49年4月1日までに生ま

れた者で、高校卒業程度の学力

を有する者。

○試験場　公立刈田綜合病院会議室

　　　　（辛斤食官1F皆）

○試験日時・種目

〔第一次試験〕

　・試験日　平成3年9月22日（日）

　・時間10時～14時
　・試験種目　教養試験、適性検査、

　　　　　作文試験、身上調査
〔第二次試験〕

　・試験日　平成3年10月下旬

　。試験種目　作文試験、人物試験、

　　　　　身体検査
○受験手続　受験申込用紙は、公立

刈田綜合病院庶務課人事係に用意

　された用紙を使用し、所要事項を

記入して人事係に提出すること。

○申込受付期間・時間

　8月5日（月）～8月23日（金）

平日8時30分～17時
土曜日　8時30分～12時

※郵送の場合は、8月23日まで必着

のこと。

○その他　受験申込用紙の請求等を

郵便で行う場合は、あて先明記

　の返信用封筒（大学ノートの入る

大きさで120円切手貼付）を同封

　のこと。

受験手続等についての問い合わせ

は、公立刈田綜合病院庶務課人事係

豊25－2145（内線）323！、

放送大学学生を募集しています

放送大学『宮城ビデオ学習センタ

ー』では、ただいま学生を募集して

います。

○入学資格　18歳以上であれば、一

般社会人、主婦を問わず、だれで

　もヌ、学できます、

○募集学生　選科履修生11年間）

　　　　科目履修生16か月）

○入学料選科履修生　5，150円

　　　　科目履修生　　3，090円

○授業料
　1科目（2単位）につき6，100円

○出願期問　8月15日休）必着

○申込先　〒980仙台市青葉区片

平二丁目1－1　岱）22－224一〔）6

51放送大学宮城ビデオ学習セン

　クー

『物価通信講座』

　　　　受講生募集

○対　象　市内にお住まいの18歳以

　　　　上の方

○募集人員　50名で締切ります

○学習期間　9月～12月（4か月間）

o学習内容　配付するテキストにょ

　り学習します。なお、施設見学会

　（1回）、スクーリング（2回、

　開閉講時に開催）があります。

○受講料無料
O募集期間　8月1日～8月15日

○申込み・間い合わせ先

　ハガキまたは電話で住所、氏名、

電話番号を白石市役所市民言果台25－

2111（内線）130～135へ。

※受講される方には、県から日程等

について連絡があります。

仙南地域広域行政
　事務組合職員募集

○職種および採用予定人員

行政職（上級）　　若干名

消防職（初級）　　男、若干名

○受験資格

　・行政職（上級）　昭和4！年4月

　2日から昭和45年4月1日まで

　に生まれた者で、大学卒業者ま

　たは卒業見込みの者。

　・消防職（初級）　昭和44年4月

　2日から昭和49年4月1日まで

　に生まれた者で、高校卒業者ま

　たは卒業見込みの者。

○申込受付期間

　8月5日（月）～8月23日（金）

○試験日時・場所

　9月22日（日）午前10時

仙南地域広域行政事務組合総合庁

舎　3階講堂

o申込方法　仙南地域広域行政事務

組合総務課（ふ〕224－52－2628）

　から、所定の申込用紙の交付を受

　けてお申し込みください。
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第5回みやぎ蔵王高原マラソン大会

参加申込はお早めに！

O期　目　平成3年9月15日（日）

　　　　　　（雨天決行）
○場　所　国立南蔵王青少年野営場

○種目
・3km一小学男女、親子ペア（親

　と小学生）、中学女

　・5km一中学男、一般男女（高校

　以上）29歳以下・30歳代・40歳

　代・50歳代・60歳代・70歳以上

　（女子は60歳以上）

・10km一一般男女（高校以上）

　29歳以下・30歳代・40歳代・50

　歳以上
・20km一一般男（高校以上〉

　　　　39歳以下・40歳以上
　　　一般女（高校以上）

　　　　年齢制限なし
・ヘルスパイオニアコース（歩く

　コース）一60歳以上

O参加料

4　0

・や覇拶
小中学生500円、高校生700円、

一般1，200円、親子ペア1，500円

ヘルスパイオニアコース700円

○申込締切日　8月20日（期日厳守）

○申し込み先　みやぎ蔵王高原マラ

ソン大会実行委員会事務局（白石

市教育委員会内）825－2111（内

線）412へ。

※大会当日は、会場付近が交通規制

されますのでご協力ください。

七ヶ宿ダム「記念植樹」の

税の窓ロ《勤

ロ座振替を利用している
　　　　　みなさまへ’

口座振替を利用されている方で、

新しく発生した税目がある場合（国

民健康保険税で、世帯主変更により

納税義務者が変更された場合など）

は、その分を追加申込しないと振替

になりませんのでご注意ください。

9月2日は、市県民税（第2期分）

国民健康保険税（第4期分）の納期

限です！

口座振替をご利用の方は、預金残

高をご確認ください。

営業（事業）ごみについての

お願い
営業（商売、事業活動）で発生し

たごみは、その経営者が自ら処理し

なければなりません。衛生センター

では収集しませんので、直接衛生セ

ンター奮25－4050へ電話して運搬処

理するか、または処理許可業者に依

頼して処理してください。

　　自石衛生センター第二事業所

許可業者
須藤商店
　TEL25－5506

公募について

難青空市場
　TEL26－3290

難森合建設造園

　EL25－2236

難村正建設
　TEL24－51｛）4

安斎タイヤ商会

　1阻L25－0489

協業組合
仙台清掃公社
　仙南事業所

TEL32－213∬代》

雛
鮒
驚

式
葉
皿

株
青

株式会社
公害処理センター

TELlO221236－2605

建設省では現在、七ヶ宿ダム上流

の左岸に「七ヶ宿公園」を整備して

いますが、七ヶ宿ダムを末長く愛し

ていただくために、下記により記念

植樹を公募します。

O募集本数　1，000本程度

○募集期問　平成3年8月10日まで
O樹　　種　桜の木を主体に

O参加料一口3．000円以上
○申込方法　郵便振替による払込。

振替用紙は下記にあります。

自石市役所建設課、七ヶ宿ダム工

事事務所総務課

○管理記念樹に名札をつけ、位
置図、写真をお送りして、確認の
証とします。

○間い合わせ先

七ヶ宿ダム記念植樹実行委員会r
七ヶ宿町役場）費37－2111（内線）

23、または建設省七ヶ宿ダム工
事事務所費25－4614ぐ内線♪211

四

危も》　耀・一．

　　　　　　　ヂ　　　　　もひゆ　　けと架線には・“鹸が流れて
います。　、，爪に　’・　たり、ふれ

たりする　一　　e　　ケン」です。

　　J　罐一費25＿2222

　
㍉
り

　
か

東北新幹線下り臨時列車の運転時

刻及び運転月日は、次のとおりです。

○運転時刻

あおば281号

自石蔵王　7時43分発

仙台7時59分着
○運転月日

　8月一5・！2・19・26日

　9月一2・9・17・24・30日

N　T　Tから一越河地区（28局）の方もキャッチホンが利用可能になりました。お申し込みは、局番なしの倉116へ。

鐵か 　　　　　職欝：職　　鰍究
f：三擁撫

1毒i：撫叢麟鱗
，：、：，鰐灘繊難

明日へと続く、私たちの道

在宅栄養士研修会

について

ツツガムシ病の

予防について

地域にお住まいの在宅栄養士を対

象に、下記により研修会を開きます。

○日時10月30日、11月19日、12

月12日、平成4年2月12日

いずれも10日寺力・ら15日寺まで

○場所大河原合同庁舎、大河原

　　　町保健センター
○申し込み・間い合わせ先

　9月30日まで仙南保健所自石支所

曾25－211）8ピ＼o

★今月の書棚（子ども言轄室）

ッッガムシ病は、ダニの一種であ

るツツガムシ　（体長0．2～0，3ミリで

肉眼ではほとんど見えない）に刺さ

れて感染し、高熱、発しん、関節痛

などの病状があり、まれに死亡する

こともあります。

山や川に行く時は、肌をあまり出

さずに、防虫スプレー等を使い、帰

ったら、体をよく洗いましょう。

　　　　　　市保健衛生課

8月10日は傘遡）日

　　　　コぐニド　　ヂヒ

　　　ξ崇ぐ　　　　　　辱　　　」一

　　　　『
　　　　・1　　～、

　　　　　一　1

キャンペrギキャラクタ怠、

　　一へ　　　“こっち謄ヨう平”

．BOOKS逃～ん藁奏属f＝レホみ．．．『1暉

　　　　　　　　〈全10巻＞

　　　　　　岩崎書店

・パン1枚でできるロールサンドか

　ら、1週間の朝ごはんまで、だれ

　にでも簡単に作れる楽1、い7ノキ

　ングの本。

。おいしく豊富なメニューでみんな

　名コソ㌔
・ものがた｝）と実用書を兼ね、わか

　りやすいイラストで展開するケッ

　キンゲシリーズ。

図書館利用案内

○開館時問

　月～土曜日　9時～16時55分

　日曜H　　l‘）時～16時

　Cl休館日　8月31日（七　月末整理日

新着図書案内（抄）
「温故知新」と「一所懸命」一2000年の

歴史に秘められた日本人の知恵を探る一

　　　　　　樋口清之著
インカ　ー天空の時間と歩む大自然の共

存者一　　　　　　　　高野　　潤　著

お役所しごと　　立木ありあ著
わが家の発見一’90朝日みんなの作文コ

ンクールー　　　朝日新聞社編
母親入門　一子育て、親育て一
．本の長寿，，．短命，，肇森黄1掻．蓋藤談轟誇聖矩チ成1

藻・大豆の食習慣が決める一

　　　　　　近藤正二著
スクールランチ　ー中・高校生のおぺん

とうカロリー・詰め方アイディアつき一

風土に生きる仏像　永井信一著
ゴルバチョフ　ー1931～1991一

　　　ダスコ・ドーダー＆
　　　几イーズ・ブランノン　r著）
新ソビエト東欧事情　一足で書いた悩め
る国の「現在」一　　　　大隈　秀夫　著

国際化時代の経営学

　　原口　俊道　地代　憲弘　編著
おもしろ老人　一ひとり暮らし老人を訪

ね歩いて25年一　　横田　哲著
生命の終わり　一安楽死と道徳一

　　　　　J．レイチェルズ著
粥と小菜　一波多野須美の中国料理一

　　　　　　波多野須美著
世界の宮苑　　　　　　岡崎　文彬　著

北方四島　一択捉島十国後島十色丹島十

歯舞群島一　　　　　　山本　将文写真

商品写真の撮り方　一広告のための静物

写真一　　　　　　輝　 久央著

ケラシック音楽自由自在
　　　　　　斎藤晴彦著i
日本語の使い方　一話し方と書き方の常
識一　　　西田　直敏　西田　良子　著i

大江戸七変化　　　　　八剣浩太郎　著1

銀行合併　　　　　　　山田　智彦　著1
幕末剣客伝　　　　　　津本　　陽　著

暫禦フラ，フ，ッシ算酵舌ラ剤

功の秘訣一　　ドロシー・サーノフ　著

侠骨記　　　宮城谷昌光著1
秘剣やませみ　　　　　伊藤　桂一　著1
ハビアン　ー藍は藍より出でて一　　　F

　　　　　　千　草子著1
女郎蜘蛛の挑戦　　南原幹雄著
海底の秘宝　一夢と富をつかんだ6人一
　　　ロバート・F・バージェス著l

　　　　　　　　　　　l　　子どもの本　　
牛乳’ぞックのからくり絵本　一きって、、

ぬって、はつてだれでもつくれる一

　　枝常　弘　折原　喜一郎　共著i
主役はねむれる森の美女　　　　　　　

　　　　　　笹川ひろし　作1
虫のすがお　　　　鷹取　　健（ほか）著・

観覧車に乗ったライオン

　　　　　　坂本　慶子　作
秘密の花園　フランシスーホジソンー　

　　　　　　・ξ一才　ノト　f乍1
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8月4日

内科海h医院君25－1501

外科朝田病院費25－2145
歯科　村1二粛科医院　雪33－4125

8月11日

内科水野内科サリニ戸　費25－2736

外科朝倉医院費25－2101

歯科　詮津歯科医院　a26－3254

8月18日

内科刈田病院君25－2！45

外科刈田病院費25－2145

歯科　亘理歯科医院　a26－2563

8月25日

内科亘理医院費25－851）1

外科宮城医院費25一⑳62

歯科真壁歯科医院費32－3122

9月1日

内科柿崎医院a25－2210
外科ズII田病院費25－2145

歯科岩田歯科医院盈25－2191

※都合により変更になる場合もあります。

今月の土曜閉庁日は、10日と24日です

．重匹¢》卒導事董．li

　6／16～7／15（　）は累計
　平成3年「交通安全
　　年間スローガン」

1車社会歩くあなたもその一人

かえり道　あぶない

　　かけっこ　ふざけっこ

8月の定例相談日
相談区分

市長相，談

べ権擁1護
桐　　談

子テ　正気宇目，言炎

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

乖甫即恵署詳タ悠「口1

サーピス

相　　談

障害者
相　　、淡

青少年
相　　談

相談日

19

19

19

19

5・26

19

時間

10100～

　12100

10＝00～

　15＝00

10：1ユ0～

　15＝00

10：00～

　15：00

10：00～
　12：1）0

9：30～
15100

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

ri石市役所2階

第2会議室
自石市役戸斤2F皆

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室

内 容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長
が直接相談に応じます。

（代理の場台もあります）

糸吉た昏、離婚、遺産相糸売、

f昔♪也1昔家、雇用、差別f寺

遇問題等

行
い

の
て

所
つ

役
困

ど
て
等

な
い
望

市
つ
希

、
に
や

県
事
と

や
仕
こ

国
う
る

市民の日常生活上の因り
ごと

健康保険、船員保険、厚

生年金など

8月は休みです
毎週月司い金

リ†ン

5・22
ニホン
23

19

9

　毎週
月・火・木・金

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

10＝3〔）～

　11：30

11）：00～

　15：00

10：01）～

　！5：00

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石rh役戸斤4F皆

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

買物苦情、消費生活一・般

補聴器の修理、調整など

法律についての困りごと

身体障害者精神薄弱者の
生活、職業、結婚等

電話相談にも応じます費25－2111（内線）351

9：00～

　17：00

階
　
　
一

4
　
　
ダ

所
談
）

役
相
セ

市
年

石
少

白
青 」、f共の孝気育」二し乃ホ目言炎

ヌ
リ

暫や

事故発生件数

　36件
（320件）

死亡者数

　0人
　（0人）

数
　
　
　

数
　

）

　
　
）

　
　
件

者
人
人
件
件
6

傷
6
餌
損
3・
％

負
　
　

物
　
（

？
夢

4
㊨

一今月の表紙

、
」
諸
、
駅
糎

、
誘
し
遼
ノ
、
・

　
・
執
A

4
髭
・

　　　　技に生きる⑯う

　小関ヨウさん（東小路）は、62年
　間、和裁一筋に歩んできました。

　昭和35年頃は、頼まれて自宅で和裁
一教室を開いていたこともあって、目

．の回るような忙しい毎日でした。

　「今は嫁と二人で退屈しない程度に

　やっています」と話すヨウさん。’噸

　訪問着や江戸褄などの絵柄を合わ
　せるのが一番苦労する所とか。80歳
　になった今でも、メガネをかけない

　で針に糸を通せるヨウさんの確かな

　一針一針が、華やかな晴れ着を仕立

　て上げているのです。

と
数
在

　
　
現

ロ
帯
末

　
　
月

人
世
6

　　　　

榊
42，353人
（十22人）

　　　冒

20，744人
（十4人）

　　　界

21，609人
（十18人）

一
12，041世帯

（十4世帯）

（　）内は対前月比
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